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StarTno_00 説明書 02 

RTCの作り方２ 
(Win7，Visual Studio2013) 

作成手順 

RTC ビルダーでコンポーネントを構築し，CMake で必要なファイルを作り，VsualC++でコードを

書いてビルドする． RT システムエディタで動作確認を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cout(001～022) 

コンソールアウトに相当する RTC．簡易棒グラフ機能付き． 

 

 

 

 

 

Cin(023～027) 

 コンソールインに相当する RTC．状態の遷移を表示する． 

 

 

 

 

 

Keyin(028) 

 1，2, a，↑,↓,←,→のキーを押すと，1, 2, 1, もと＋10,もと－10,もと＋1,もと－1を出力するRTC．． 

 

 

 

 

 

 

onActivated 

onDeactivated 

onInitialize 

onExecute 

onError 
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001 OpenRTP1.1.0 を起動する ① 

   

   

 

 

002 ワークスペースを設定する 

   ここでは C:¥workspace_01 を設定した． 

 

003 RTC ビルダーを起動する

 

 

 

 

 

005 RTC ビルダーの画面 

 

006 プロファイルをインポートする 

 

 

 

 

 

 

 

 

OpenRTP1.1.0 をダブルクリック 

①C:¥workspace_01 に変更 

②OK をクリック 
 

 

RT をクリック 

 

RT をクリック 

Cout と入力 

完了をクリック 

少し下げる 

前回作った xN のプロファイル
をインポートする． 

①xN のフォルダを選択 

②RTC を選択 

③開くをクリック 

①モジュール名を 
xN から Cout に書き換える 

②アクティビティに切り替える 

注）xN が，あらかじめ作成されて
いることを前提に説明しています 

ここで切り替えることもできる 
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007 アクティビティを確認する．(5 か所)  

 

008 データポートは，x1 のみ．y1y2y3 削除 

 

 

 

009 コード生成 

 

 

 

010 Cout というフォルダーが workspace_01 の

下にできていることを確認する． 

 

011 CMake の設定 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

onInitialize 
onActivated onDeactivated，
onError， 
onExecute が ON を確認 

データポートに切り替える 

各 OutPort(y1，y2，y3)を選択して Deleat 

基本に切り替える 

InPortのx1のみ 

コード生成をクリック 

OK をクリック 

作成成功 

OutPort なし 

CMake をダブルクリック 

エ ク ス プ ロ ー ラ ー で ，
workspace_01 の下に Cout
のフォルダができているこ
とを確認する 

①ブラウズ ソースをクリック 

③OK をクリック 

②Cout のフォルダを選択 

④Cout/build に変更
OK をクリック 



4 

 

012 Cmake： Configure，Generate 

 

build ファオルダ作成の確認．Yes． 

 

Visual Studio のバージョンの確認 

 

 

 

013 エクスプローラーで Cout の下の build を開く． 

Cout のソリューションファイルをダブルクリック 

 

 

Visual  Studio の起動中の画面 

 

Cout.cpp ファイルを開く 

 

 

 

 

 

①Configure をクリック 

②Yes をクリック 

③2013 を選択 

④クリック 

⑤Generate をクリック 

Configuration 完了 
Generating  完了 

Visual Studio の起動画面 

build フォルダ内の Cout という，
ソリューションファイルをダブル
クリック 

ソリューションエクスプローラで，CoutComp
フォルダをクリック，Source フォルダをクリッ
ク，Cout.cpp ファイルを選択 
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014 CoutComp の起動 

 

015 RT システムエディターの起動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここにコードを書く 

Build Solution を選択 

Build succeeded(ビルド成功)を確認 

Workspace_01 
 Cout 
  build 
   src 
    Debug 
     CoutComp  
 
CoutComp をダブルクリック 

RT システムエディターに切り替える 

ON をクリック 

少し下げる 

注意：エックス_いち エンド_エル 
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016 NamingSeavice の起動 

 

 

 

 

017 ConsoleInComp， 

ConsoleOutComp の起動 

 

018 ネームサービスの追加 

 

 

 

 

 

019 RTC の確認 

 

 

 

016 ConsoleInComp， 

 

 

 

 

 

020 RTC の配置 

 

 

 

 

 

021 RTC の接続と動作確認 

 

 

 

 

 

 

スタートメニューから 
スタート C++ネーミングサービスを
ダブルクリック 

コンソール_イン_コンポーネント， 
コンソール_アウト_コンポーネントを起動する 

コンセントのマークをクリック 

OK をクリック 

localhost(ローカルホスト)と入力 
 

＞をクリック 

＞をクリック 

コンソール_イン，コンソール_アウト 
シーアウトが表示される． 

オールアクティベートをクリック 

ConsoleIn,ConsoleOut を接続し，
動作を確認する． 
123 を入力すると， 
123 が出力される． 

起動画面 
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022 Cout のソースの更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

023 Cin コンポーネントの作成準備 

 

 

 

 

 

 

 

024 RTC ビルダーで設計する 

 

 

 

 

 

 

 

前回の接続線を削除
後，ConsoleIn,Cout を
接続．123 を入力する
と，123 が出力される． 

ソースを変更し，ビ
ルドする 

Cout を Build する．CoutComp が起動状態では，
Build は失敗する．失敗した場合，CoutComp を
閉じて，再び Build する．Cout を起動，接続し，
動作確認を行う．10 ごとに，「*」を表示する棒
グラフ． 

数字を入力すると 10
で「*」が一つ表示さ
れる．棒グラフの様
になる． 

RT をクリック 

RT をクリック 

Cin と入力 

完了をクリック 

モジュール名は Cin と入力 

作成者の名前 

アクティビティに切り替える 

データポートに切り替える 

onActivated onDeactivated ，
onError， 
onExecute を on にする 
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025 CMake 

 

 

build フォルダ作成の確認．Yes． 

 

 

 

 

Visual Studio のバージョンの確認 

 

 

アウトポートの Add を押し， 
ポート名を y１にする． 
データ型は，TimedLong に設定 

言語・環境に切り替える 

C++を選択 

基本に切り替える 

少し画面を下げて，コード生成をクリック 

OK をクリック 

Cout を Cin に書き換える 
Cout/build を Cin/build に書き換える 

Yes をクリック 

Configure をクリック 

Finish をクリック 

2013 の選択を確認 
 

Generate をクリック 
 

Configuration 完了 
Generating  完了 
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026 エクスプローラーで Cin の下の build を開く． 

Cin のソリューションファイルをダブルクリック 

 

 

 

 

 

 

 

Visual Studio の起動中の画面 

 

Cin.cpp ファイルを開く 

 

 

 

 

 

Workspace_01 
 Cin 
  build 
   Cin 
 
Cin をダブルクリック 

Visual Studio の起動画面 

ソリューションエクスプローラで， 
Cin フォルダをクリック， 
Source フォルダをクリック， 
Cin.cpp ファイルを選択 
 

#include “Cin.h” 
の下に 
#include <iostream> 
using namespace std； 
を追加する． 

onInitialize()に， 
cout<<“onInitialize”； 
を追加 

onActivated()に，cout <<“onActivated ¥n”；を追加 
onDeactivated()に，cout <<“onDeactivated ¥n”；を追加 
onExecute()に，cout <<“onExecute ¥n”；を追加 
onExecute()に，cin >> m_y1.data；を追加 
ecute()に，cout <<“myOut.write()；を追加 
onError()に，cout <<“on Error ¥n”；を追加 
 
 

Cin をビルドする 



10 

 

027 Cin の動作確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

028 Keyin の設計 

RTC Builder を使い，Keyin の設計していく． 

 

 

Cin のプロファイルをインポート 

 

モジュール名を Cin→Keyin 

 

 

RT システムエディタに切り替え， 
Cin をドラッグ＆ドロップ． 
右クリックからアクティベート． 
コンソールインの代わりに Cin を接続→動作確認 
 

右クリックから，ディアクテイベートする 

状態が遷移し，onInitialize,onActivated
などが，表示される． 

ディアクテイベートが入力待ち状態のため，失敗． 
数字を入力すると，ディアクテイベートできる． 

RTC ビルダーに切り替え， Keyin の設計していく． 
プロジェクト名 Keyin．Cin のプロファイルをインポート 

Cin のプロファイルを選択し，開く 

モジュール名は Keyin に変更 

各タブで設定を確認する 

アクティビティを確認 
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CMake 

 

Visual Studio 

 

 

 

 

 

 

動作確認 

 

 

 

 

基本のタブに変更し， 
コード生成をクリック 

データポートを確認 
データ型を確認 

言語・環境を確認 

CMake で，Cin を Keyin に書き換える(2 か所) 
Configure をクリック．Generate をクリック 

Keyin.cppを表示させる 

キーボードの各ボタンを押すと， 
それに対応した数値が出力される 

RTC を接続し，アクティベート 

入力が大変な
場合，if 文の
塊を一つだけ
入力して動作
チェックを行
うと良い． 
printf(“この
部分”)は，コ
ンソールに出
力させる文字
なので，簡略
化 し て も 良
い． 
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解説 

 

この練習課題の意図  

 RTC ビルダーでコンポーネントを構築し，CMake で必要なファイルを作り，VsualC++でコードを書い

てビルドする． RT システムエディタで操作確認を行う．この操作を 3 回練習することにより，RTC 作

成の基本手順が身につくように工夫した．RTC ビルダーでプロファイルをインポートする練習は，以前

に作成した RTC に新たにポートを追加する場合に，使うことにできる方法である．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成されたファイルの構造 

 ソリューションファイルや作成した RTC の場所を下記に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Visual Studio のソリューションファイル 

メインコード 

RTC ビルダーでインポートするファイル 

作成した RTC 

CMake で作成されるフォルダ 



13 

 

各コードの説明 

Cout：コンソールアウトに相当する RTC．簡易棒グラフ機能付き． 

x1In に新しい入力があったら，x1In を読む．"*"を出力する for 文．10 で“*”を１つ表示すとともに，

x１の値を出力する． 

 

 

 

 

 

 

Cin(021～027) 

 コンソールインに相当する RTC．状態の遷移を表示する． 

#include<iostream>で標準入出力関数が使えようにする． 

using namespace std 使う名前空間の指定． 

cout << "onInitialize ¥n";は onInitialize が実行されたとき， 

コンソールに表示する．onActivated, onDeaActivated, 

onError も同様に状態を表示できるようにする． 

cout << "整数を入力してください．¥n";  整数を入力したくださいと表示． 

cin >> m_y1.data; データの入力待ち状態．入力値は y１に渡される． 

m_y1Out.write(); y１の値を出力する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

onActivated 

onDeactivated 

onInitialize 

onExecute 

onError 



14 

 

Keyin(028) 

 1，2, a，↑,↓,←,→のキーが押されると，1,2,1,もと＋10,もと－10,もと＋1,もと－1を出力するRTC． 

キーが押されると，TimedLong 型の数値を出力する．1 が押されると 1 が出力し，2 が押されると 2 を

出力する．a が押されると 1 を出力する．同じ要領で，3,4,5 や b,c,d を押すと数値を出力するプログラ

ムをつくることができる．↑を押すと元に値に 10 足された値,↓を押すと元の値から 10 引かれた値が

出力される．→を押すと元に値に 1 足された値, ←を押すと元の値から 1 引かれた値が出力される． 

 

 

 

 

 

 

RTC で使用するデータの型 

 今回はすべて，TimedLong 型を使用した． 


